
SVI の設定

この章は、次の内容で構成されています。

• SVIについて, 1 ページ

• SVIの設定, 2 ページ

• SVIの削除 , 2 ページ

SVI について
スイッチ仮想インターフェイス（SVI）または VLANインターフェイスは、デバイス上の VLAN
を同じデバイス上のレイヤ 3ルータエンジンに接続する仮想ルーテッドインターフェイスです。
VLANには 1つの VLANインターフェイスだけを関連付けることができますが、VLANに VLAN
インターフェイスを設定する必要があるのは、VLAN間でルーティングする場合か、または管理
VRF（仮想ルーティング/転送）以外の VRFインスタンスを経由してデバイスを IPホスト接続す
る場合だけです。 VLANインターフェイスの作成を有効にすると、Cisco NX-OSによってデフォ
ルト VLAN（VLAN 1）に VLANインターフェイスが作成され、リモートスイッチ管理が許可さ
れます。

設定の前に VLANネットワークインターフェイス機能を有効にする必要があります。

Cisco UCS Directorでは、SVI設定は次のシスコのネットワークデバイス上でサポートされます。

• Cisco Nexus 5000、5500、および 5672シリーズスイッチ

• Cisco Nexus 7000シリーズスイッチ
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SVI の設定

ステップ 1 メニューバーで、[物理] > [ネットワーク]の順に選択します。

ステップ 2 [ネットワーク]ペインで、ポッドを展開します。

ステップ 3 設定する必要があるネットワークデバイスを選択します。

ステップ 4 [インターフェイス]タブをクリックします。

ステップ 5 [SVIの追加]をクリックします。

ステップ 6 [SVIの設定]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

有効な範囲内のVLANインターフェイス番号。有効なVLANインター
フェイスの範囲には、1～ 4094を指定できます。

[VLANインターフェイス番号]
フィールド

VLANインターフェイスの説明。[説明]フィールド

実行中の設定を起動設定にコピーするには、チェックボックスをオン

にします。

[実行中の設定を起動設定にコ
ピー]チェックボックス

ステップ 7 [送信]をクリックします。

SVI の削除

ステップ 1 [インターフェイス]タブで、削除する必要があるインターフェイスを選択します。

ステップ 2 [SVIの削除]をクリックします。
SVIの削除を確定する [SVIの削除]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [実行中の設定を起動設定にコピー]チェックボックスをオンにして、設定を起動設定にコピーします。

ステップ 4 [送信]をクリックします。
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